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　OA は 1991 年に立ち上がった物理系のプレプ
リントサーバーとして始まった LANL preprint 
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のための OA という 2 つの意味合いがある。後者
の OA は特にパブリックアクセスと呼ばれる。論











会も 2014 年に OA 誌を創刊する時代になった 10）。
オープンアクセスジャーナルのディレクトリであ
る DOAJ（Directory of Open Access Journals）に
収録されている OA ジャーナルが 2013 年末には
10,000 タイトルを超え11）、図表 2 に例示するよう
に、OA ジャーナルタイトルと OA 論文数の伸びが
加速している12）。OA 義務化を先導した NIH では、














る15）。 特 に、 情 報
やデータの再利用
の 観 点 か ら OA 化
は重要なポイント













• Green Route OA䜼䝧䞀䝎䝯
– ཋ์ⴥ⩽䛴᭩⤂∟ཋ✇䜘ฺ⏕(Alternave Access)
• 䜿䝯䝙䜦䞀䜯䜨䝚(Self Archiving)  
• ኬᏕᶭ㛭䝰䝡䜼䝌䝮Ⓡ㍍ (IR)
• ᨳᗋ⣌䝰䝡䜼䝌䝮Ⓡ㍍ (Pub Med Central)
– ㉆ㄖ㈕䝦䝋䝯䜼䝧䞀䝎䝯䛾䛴䜦䜳䜿䜽䛴ื䝯䞀䝌䜘ᥞ౩
• Golden Route OA 䜼䝧䞀䝎䝯
– 䜼䝧䞀䝎䝯⮤㌗䛴OA໩(Full Open Access)
• ᥎㍍ᩩ䝦䝋䝯 䟺ⴥ⩽ᨥᡮ䛊䝦䝋䝯䟻 $500-$5000
• ᐞ௛䝦䝋䝯䚮ᶭ㛭㐘ႜ㈕䝦䝋䝯
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o f  Open Access  Repos i tor ies  Mandatory 
Archiving Policies）23） に よ る と、2014 年 1 月 現
在、49 ヵ国において OA 義務化のポリシーが策定
されており、そのポリシー数は 400 を越える。研
究助成団体の義務化ポリシーも計画中を合わせる
と 100 近くに達する。（図表 3、4）
らずに論文を再利用することを許可している16）。
API（Application Programming Interface）の進
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た。米国では連邦政府助成研究の OA 義務化法案 
FASTR が提出され、ホワイトハウスも連邦政府





クセス）義務づける法案（the Public Access to 
Public Science （PAPS） Act）が提出された25）。
　また、EC では 2013 年 12 月に欧州研究・イノ
ベーションプログラム Horizon2020 を発表し、研
究成果の OA をデフォルトに規定し、その後、公
的助成研究データ公開プログラム "Pilot on Open 
Research Data" を開始することを発表した26）。オー
プンアクセスのガイドラインも公開している27）。
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4 月には「オープンアクセスに関する JST の方針」
と題した OA 推奨を告知し、研究データに関する
OA 化についての姿勢も示している21、44）。文部科
学省においては 2013 年（平成 25 年）に学位規則
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